
 

 

 

 

 

 進級おめでとうござい 

５月１５日（水）第１回 South Dream～未来へ向かって～が開催されました！ 

順天堂大学教授フランソワ・ニヨンサバさんをお招きし，

「夢を諦めるな！～激動の半生を振り返る～」をテーマに講

演をして頂きました。 

 日本に生まれてきた私たちは恵まれていると改めて実感す

ることができました。しかし，世界の中でも競争力を失って

いる日本に対して「夢を諦めるな！」と背中を押されている

ような感じがしました。とても熱い９０分になりました。 

 

＜生徒の感想＞ 

今回の講演は夢を追う自分たち中学生にとてもためになることを話してくれた。自分は夢なんて半ば叶う

はずがないと諦めていたが，この講演を聴いて，失いつつあった夢に希望ができた。自分たちは学校に行け

て毎日３食ご飯を食べられるほど恵まれていることを知って，もっと学ぼうと思った。 

ニヨンサバさんの諦めない心に僕は関心しました。ルワンダで家族の多くが亡くなったのに，自分には「夢

がある」ことで乗り越えられるのがスゴイと思うと同時に悲しくなりました。僕は，ニヨンサバさんのよう

な大志をもっておらず，自分の強みと思っていた「諦めない心」も怪しくなりました。でも，ニヨンサバさ

んの言ったとおり，自分に自信をもってモチベーションを保つことが大事だと思いました。あとは，英語を

独学で覚えたり，５カ国語しゃべれたりするのすごすぎ！ 

講話を聞いて，諦めないことの大切さを改めて強く感じました。どんなに環境が恵まれていなくても，強

い心を持ち夢に向かっていこうとする前向きな姿勢でいれば，大きな夢も叶えられます。日本という恵まれ

た環境の中で生まれた私たちは，当たり前だと思っていることでも１つ１つに感謝の気持ちを持つことが必

要だと思います。長い人生の中で，つらい事や悲しい事を何度も経験すると思いますが，どんな時でも自分

の夢を忘れずに，強い気持ちで立ち向かっていける人になりたいと思いました。 

私は，「これになりたい！」という大きな夢はないけれど，フランソワさんの話を聞いて，夢だけじゃなく

て，将来をあきらめるなと言われたような気がしました。人種や性別に関わらず，差別が日本でもあること

を知って，今まで関係ないことに感じていた差別問題が急に自分の近くにある問題になったような気もしま

した。夢だけではなく，何かをあきらめないことを意識すれば，「めんどくさい」を言わない自分に一歩近づ

けるかなと思いました。 

講話を聞き，自分たちがとても恵まれた環境であることを，改めて理解した。アフリカでは，水も満足に

得られないことを知り，これからは節水，節電をもっと心がけたいと思った。「失うこと，失敗することで人

は成長する」という言葉がすごく印象に残り「失敗」という言葉の感じ方が変わった。自分はまだ大きな夢

をもっていないけれど，夢ができたときは，失敗してもあきらめずに，「自分はできる」と考えながら，たく

さんのことに挑戦していきたい。 
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文責  加藤 啓太 

令和６年５月２２日（水） 

No.１０ South Dream  

文責：杉山 尚也 

校訓 自主…失敗を恐れず，やりたいこと，正しいと思うことをしよう 
 友愛…ありのままの自分を愛そう，人のよいところを見付けよう 
勤労…「世のため人のため」が自分の幸せにつながる 

ﾆｰﾊｵ! 

｢你好｣

何て読

む？ 


